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バンガ総裁、米州開発銀行（IDB）総裁と対談（8/31） 

バンガ総裁は、「開発効果最大化に向けた協力関係強化」と題す

るイベントでイラン・ゴールドファイン IDB 総裁と対談し、様々

な危機が続く中におけるアマゾンの持続可能な開発、カリブ海地

域の気候変動への耐性、デジタル化による教育システムの変革な

どについて議論しました。 

世界銀行・IMF 年次総会（10/9-15） 

本年の世界銀行・IMF年次総会は、対面方式により、

北アフリカ・モロッコのマラケシュで「Global 
Action, Global Impact」をテーマに開催されます。 

広島平和記念式典への参加（8/6） 

8 月 6 日、世界銀行東京事務所は、広島市原爆死没者

慰霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参加する

と共に、広島市長・広島市議会議長を表敬しました。

広島市は、世界銀行東京開発ラーニングセンター

（TDLC）とパートナーシップを締結しており、平和を

基盤とした復興まちづくりをテーマにした国際シンポ

ジウムやワークショップを開催しています。 

TICAD30 周年行事「TICAD30 年の歩みと展望」（8/26） 

世界銀行東京事務所は都内で開催された「TICAD30
年の歩みと展望」に参加し、パネル「TICAD30 年を

振り返って」において、森元総理のご挨拶に続き、

JICA 田中理事長、駐日エリトリア大使・エスティフ

ァノス閣下（駐日アフリカ外交団長）、日本リザル

ツ・長坂ケニア駐在員と共に TICAD の成果・価値・

評価などについての議論に臨みました。当日の模様・資料は、右記QRコー

ドからご確認頂けます。 
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東京防災ハブ：ウクライナ電力部門向け研修（7/8-14） 

東京防災ハブでは、ウクライナのエネ

ルギー省・電力会社からスタッフを招

き、中央給電指令所・地下変電所・無

効電力調整装置・水素製造貯蔵設備の

視察を含め、電力設備の非常災害対応

や再エネ増加時の系統運用に関する研

修を行いました。また、東京防災ハブがアレンジした財務省・資源エネルギー庁・

JICA・商社・重電メーカーとの面会では、電力部門の被害状況や今後のウクライナ支

援の在り方などについて意見交換が行われました。 

TDLC（東京開発ラーニングセンター）、富山市長を表敬訪問（7/19） 

TDLC（所長：クリストファー・パブロ）は、富山市役所を

訪問し、藤井裕久市長を表敬すると共に、都市連携パート

ナーシップ（CPP）の下での協力について、意見交換を行い

ました。 

1818 Society （世界銀行職員 OB 会）日本支部で講演（8/5） 

世界銀行東京事務所は、世界銀行職員 OB 会（1818 Society）日本支部（会長：安間匡

明 PwC サステナビリティ合同会社執行役員常務）のオンライン報告会で、

「変貌する援助の潮流と世界銀行の役割」と題して講演しました。当日の

資料や模様については、右記 QR コードからご確認頂けます。 

バニース・ファン・ブロンクホルスト局長の来日（8/27-31） 

TDLC、東京防災ハブを担当するブロンクホルスト都市・災害リ

スク管理・強靭性・土地グローバルプラクティス（GPURL）グロ

ーバルディレクターが来日し、東京都庁、横浜市役所、広島市

東京事務所を訪問した他、関係府省との意見交換に臨みました。 

また、世界銀行では、阪神淡路大地震発生から 30 年が近づく

中、防災に関する国際会議（「グローバルフォーラム 2024：自然災害リスクへの理解

を深める（UR2024）」、兵庫県姫路市、2024 年 6 月 16～21 日）の開催

を予定しており、これを踏まえ、地元紙・神戸新聞のインタビューに応じ

ました。なお、UR2024 の詳細については、右記 QR コードからご確認下さ

い。 


